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永生クリニック

永生病院 永生クリニック 所在地等ご案内

永生病院

〒193-0942 東京都八王子市椚田町583番地15

TEL：042-661-4108（代表）

https://www.eisei.or.jp/eisei-hospital/

永生クリニック

〒193-0942 東京都八王子市椚田町588番地17

TEL:042-661-7780（代表）

https://www.eisei.or.jp/clinic/

休診日：日曜・祝日・年末年始（12/30～1/3）

外来予約センター TEL：0120-607-741

予約受付時間 月曜日～土曜日 9:00～16:30

・京王線「めじろ台駅」より徒歩約8分。

・JR西八王子駅南口1番（グリーンヒル寺田行き、または法政大学

行き）よりバスで「めじろ台南」下車、徒歩約3分。

・JR中央線西八王子駅、京王線めじろ台駅、JR横浜線八王子みなみ

野駅から無料シャトルバスを運行しておりますのでご利用下さい。

永生フェスティバルの開催について
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イベントスケジュール

●内科 ●脳神経内科
●整形外科 ●精神科
●リハビリテーション科 ●麻酔科

永生病院 診療科のご案内

永生クリニック 診療科 専門外来 健康診断のご案内

●内科 ●糖尿病外来 ●一般健診・特定健診
●整形外科 ●もの忘れ外来 ●八王子市健康診査
●脳神経内科 ●睡眠時無呼吸外来 ●各種予防接種
●リハビリテーション科 ●パーキンソン外来
●皮膚科 ●ボツリヌス外来
●泌尿器科 ●サルコペニア外来

※外来の予約、お問い合わせ等は、永生クリニックにお電話をお願い致します。

外来予約センター：TEL:0120-607-741 042-661-7780（代表）

＜ちいさな秋＞東京都八王子市ⒸHachioji City (licensed underCC BY 4.0)

【日 時】 【イベント名称】 【講師】 【場 所】
11月28日（金）14：00~ 第8回学び舎えいせい 小島医師 横山南市民センター（2階多目的室）

「永生フェスティバル ～笑顔で地域とつながる 永生の輪～」盛大に開催

2025年9月15日（日）、当院において「永生フェスティバル ～笑顔で地域とつながる 永生の輪～」を5年振
りに開催いたしました。新型コロナウイルスの影響で長らく中止を余儀なくされておりましたが、多くの患者
様、ご家族、そして地域の皆様のご協力のもと、再びこの日を迎えられましたことを心より感謝申し上げます。
当日は、健康相談・栄養相談・就職相談といった専門職による相談ブースをはじめ、ゲームコーナーやフラワ
ーアレンジメント体験など、子どもから大人まで幅広く楽しめる多彩なプログラムをご用意いたしました。
特に注目を集めたのが、「白衣の天使体験」コーナーです。未来の医師や看護師を夢見る子どもたちが白衣を
身にまとい、記念撮影や模擬体験を通じて医療の世界に触れる貴重な機会となりました。小さな笑顔があふれ
る光景は、会場全体を温かな空気で包んでくれました。
そのほか、薬剤師によるお薬分包体験コーナーや、お菓子等の販売も大変好評をいただきました。また、あい
薬局前では中西ファーム様による新鮮な地元野菜の販売も行われ、地域との固い結びつきを再認識する機会に
も恵まれました。
本フェスティバルを通じて、医療と地域が一体となり、「笑顔でつながる永生の輪」を実感いただけたことと
存じます。今後も地域に根ざした活動を大切にし、皆様に信頼される病院づくりを進めてまいります。



医療・介護を通じた・街づくり・人づくり・想い出づくり

永生病院 看護部病棟紹介 永生クリニック

精神科病棟（４B病棟・５S病棟）

地域包括ケア病棟（2Ｓ病棟）

２S病棟は50床の地域包括ケア病棟です。入院期間が40日
以内と定められており、その期間で内科や整形外科の急性
期治療後、在宅復帰を目指し治療やリハビリテーションを
行う病棟です。在宅や施設からの緊急入院の受け入れや、
短期入院も受け入れています。短期入院では、介護者の病
気療養や冠婚葬祭など、介護者不在時に医療保険利用で短
期間入院することができます。また、退院後在宅での介護
が必要な場合、入退院支援看護師やソーシャルワーカーが
ご家族と相談しながら介護保険の申請や介護サービスの調
整、施設入所のサポートを行い、安心して在宅や施設での
生活ができるよう支援しています。在宅で介護されるご家
族様には、必要な介護技術を練習していただき、無理なく
在宅生活に移行できるようサポートしています。

４Ｂ病棟は60床の認知症心身合併症病棟となっており、精
神疾患や認知症を患いながら内科的治療が必要な患者様が
ご入院いただく病棟です。気管切開、中心静脈栄養、ＣＶ
ポート、胃瘻管理といった医療的ケアを必要とする患者様
が治療を行いながら、その方らしく入院生活を過ごしてい
ただけるよう援助させていただいています。
５Ｓ病棟は70床の認知症ケア病棟です。精神疾患および認
知症の治療をしながら、日常生活を自由に送ることができ
るような空間づくりに力を入れています。
いずれの病棟も職員が患者様に寄り添う姿勢でコミュニ
ケーションを取ることをモットーにしており、明るく楽し
い雰囲気です。身体拘束は一切行わず、患者様が紡いでき
た人生や意思を尊重すること、その人らしく生活が出来る
場の提供を心掛けています。

台湾からの看護学生を受入れました

永生病院では毎年夏に台湾から看護学生を実習生として
迎えています。今年は学生7名が7月から8月にかけて1か
月間実習をしました。日本語がほとんど通じない中、ス
マートフォンの翻訳機能を利用したり、病棟の中国人ス
タッフに中国語で話してもらったりと、会話には苦労し
ましたが、八王子市内の滞在先から毎日元気に通ってい
ました。1か月の実習終了時には学んだことを発表しても
らいました。その中には「台湾では看護師は投薬や注射
などを行い、身の回りのケアは家族か付添人が行うが、
日本の看護師は身の回りのケアも行っていて、細やかさ
と忍耐力がある」「日本の看護は、患者の尊厳と安全を
非常に重視していて、高齢患者と認知症患者のケアに対
する細心の注意と配慮が印象的だった」などの感想があ
りました。永生病院は、これからも国際交流を積極的に
進め、未来の医療を担う人材の育成に貢献してまいりま
す。


